
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ福井県経済連 担い手対策課 

平成２６年度 

担い手対応情報 

℡０７７６－９１－０１８７ 

 

 ５月２８日（水）経済連総合センターにおいて、

２６年度第１回ＴＡＣ研修会が開催されました。県

下７ＪＡのＴＡＣをはじめ２８名の参加がありま

した。 

冒頭、経済連生産資材部林田部長より「現在、全

農の株式会社化等ＪＡグループの組織自体の見直

しについて議論がされている点を含め変革期をむ

かえていること、またＴＡＣの皆様は担い手・地元

の組織に対し、持っている情報を的確につないでほ

しい」旨挨拶がありました。 

研修会では『米穀情勢並びに米の共同計算につい

て』『地域集積協力金の概要について』『水稲中・後

期除草剤について』のカリキュラムについて進めら

れました。 

今後もＴＡＣ研修会はじめ、ＴＡＣ活動に役立つ研修会を開催していきますので、

ご参加ください。また、【こんな研修をしてほしい！】というものがありましたら、

経済連 担い手対策課までお気軽にご連絡ください。皆さまの要望を取り入れなが

ら研修会を開催していきたいと思っております。 

 

 米穀についての研修会では、米穀課の山脇課長より米穀情

勢・米の共同計算について、また米の価格・動向についての

説明がありました。米の情勢は厳しい傾向にあり、２６年産

米の価格も不透明であるとの報告もされました。 

 地域集積協力金については県生産振興課の川崎主任より、

農地中間管理機構関連予算の中の「機構への農地の出し手に

対する支援」について具体的な説明がありました。 

また雑草防除に関する研修会では、講師に三井化学アグロ

（株）足立氏より、雑草の種類・特徴、発生要因等の説明が

ありました。また効果的な防除を行うことにより、米作りに

適した環境づくりにつながるということについても話があり

ました。  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月９日（金）適期田植え用コシヒカリ育苗研修会が、福井会場 

及び敦賀会場の２会場で開催されました。 

目的は高品質、高食味米生産を目指し、その基本となる苗の品質を 

高める事です。 

当日は、県、１０ＪＡの担当職員ら４０名の参加があり、各ＪＡ 

で管理されている苗を持ち寄り、苗の生育状況を確認するとともに 

生育後半の育苗について研修及び意見交換等行われました。 

 冒頭中村部長より、「５月半ば田植えは昨年までに定着（実施率 

９８％、）コシヒカリ１等米比率は北陸４県で最も高く（80.4％）、 

２年連続「特Ａ」評価となったこと、高品質、高食味米の生産には 

苗づくりが大切で健苗の育成に努めてほしい。」旨挨拶がありました。 

  

 

 

また、農業試験場倉田主任より、「５月に入って昼夜の気温の差が大きいため管理は難しかったものの、生

育は平年並みで草丈、葉色、根の張りも順調」と説明があり、持ち寄った苗を前に参加者は出荷までの管理

について指導を受けていました。参加者一同、特Ａの維持と一等米比率向上に向けて、全力をあげて取り組

むという意を強くした研修会でした。 

 

福井県のコシヒカリについては、「五月半ばの適期田植え」「食味検査に基づいた区分集荷」等が功を奏し、2

年連続穀物検定協会の食味ランキングが特Ａとなったのは、ご案内のとおりです。 

 これに続く全県で取り組む運動として、「土に有機を福井の水田パワーアップ事業」が展開されます。これは、

①稲刈り後の稲わらを土にすきこむ「秋の田起こし」を推奨する。②土壌分析の結果に基づき、土づくりの肥料

の施用をおこなう。以上２点を実施することにより、福井米の更なる品質向上を図り、一等米比率の向上を図ろ

うというものです。作見会、農家組合長会等、機会あるごとに啓蒙活動をおこない、１０月を田起こし月間とし、

全県的に展開していく予定です。土壌分析については、①ｐＨ②ＣＥＣ③石灰④苦土⑤加里⑥りん酸⑦ケイ酸⑧

腐植等土壌の化学性の分析を２年間で 4,500 点実施を計画しています。この結果に基づき、ＪＡ、経済連、県が

一体となって、適正施肥、土づくり指導等をおこない、農家に土づくりに取り組んでいただき、福井米のレ 

ベルアップの一助にしていこうと考えております。 

          

 

 

 



５月の特産市でふぁ～菜が販売されました。ふぁ

～菜は福井県の旬な野菜を使用した焼き菓子です。

５月の野菜としてトマト、一寸そら豆、ほうれん草

を使用しました。生地にも野菜が練りこんであるた

め、素材の味を活かしつつおいしく仕上がっており

野菜が苦手な方にも食べてもらえる一品になってい

ます。お菓子の上にも野菜を乗せ、食べてわかるこ

とはもちろん目で見ても楽しめるような一品になっ

ています。お子様から大人まで幅広く食べていただ

ける味に仕上げています。個包装なのでお土産にも

最適です。ぜひご賞味ください！ 

・ふぁ～菜 １５０円（税込）／１個 

 

 

 

 

 

 

 

  福井県内の農林水産品が一堂に集う「ふくい特産市」 

が５月２３日、県農業会館で開催されました。農産品 

はコシヒカリとハナエチゼン、あきさかりの量り売り 

をはじめ、旬の野菜、プリンスメロンや一寸そら豆等 

が並びました。 

また福井県経済連では福井の食材を使った商品の考案 

開発に取り組んでおり、今回のふくい特産市では福井県 

の野菜を使った焼き菓子【ふぁ～菜】と福井県産の大麦 

を使用した【麦いちそば】の新商品の販売もありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

                               

 

 

 

越のルビーや若狭牛を使用したボリューム感たっぷりの 

素敵（ステーキ）なカレーや若狭牛をふんだんに使用した、 

若狭牛そばも好評販売中です！福井県の特産品を使った商品 

を一度ご賞味ください。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★大大型型圃圃場場にに最最適適★★ 

    ⇒⇒大大面面積積圃圃場場（（特特にに直直播播圃圃場場））ででもも隅隅々々ままでで効効果果発発揮揮！！ 

    ⇒⇒圃圃場場をを荒荒ららささなないい！！（（足足跡跡をを残残ささなないい）） 

★★省省力力散散布布がが可可能能★★ 

    ⇒⇒水水口口ににメメッッシシュュ袋袋ををセセッットトすするるだだけけ！！  

((圃圃場場内内をを歩歩くく必必要要ななしし)) 

    ⇒⇒特特別別なな散散布布器器具具をを買買うう必必要要ななしし！！ 

    ⇒⇒一一発発剤剤をを遅遅めめにに省省力力散散布布ででききるる！！ 

米価の低迷･米直接支払交付金の削減等農家所得の減少が見込まれる中、省力化技術･低コスト資材の導入

等米生産コスト低減に向けた取組みが急務であるといえます。そこで、県内にて取組み(試験)を行っている３

つの省力技術をご紹介します。 

鉄コーティングの特徴 

●稲作の省力、低コスト化、経営拡大、複合部門の強化につながる 

●資材費の低減 

●コーテイング作業が容易で作り置き可能 

●スズメの食害を防止 

↑ 播種作業 5 月 9日  
↓ 生育状況 5 月 30 日 

JA 福井市管内 

『苗箱まかせ』とは 

水稲で本田の施肥チッソ(またはチッソとカリ)全量をあら

かじめ育苗箱に入れておき、移植時に苗と共に本田に持ち

込むために開発された肥料です。 

『苗箱まかせ』の特徴 

●播種時にチッソ(またはチッソ･カリ)の全量基肥施肥が可能 

●肥料の利用率が高く減肥ができる 

●稲の生育が揃う 

4 月 28 日播種 

5 月 21 日撮影 

(敦賀市にて) 

←JA 若狭管内(直播圃場にて) 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


